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   This report deals with a case of primary malignant mesothelioma arisen in 26 years 
old male who had chief complaints of dysuia and pain in the perineal region. 
   On systematic urological examinations, no urinary tract obstruction was demonstrated 
but a hard tumor was palpated in the perineum. 
   Pathological examination of the specimens taken by biopsy revealed mesothelioma and 



















































右鼠 径 リンパ 節は 梅 実 大 に ま で腫 大 して い る も の も
あ り,会 陰部 腫 瘍 の圧 迫 に よる排 尿 障 害 と考 え,こ れ
らの処 理 と精 査 のた め 入 院 せ しめた.
検 査 事 項,血 液 検 査:赤 血 球451×10,,白血 球
8700,血色素 量12・49/d1,ヘマ トク リッ ト38%,血液
像,中 好 球61%,(桿 状 核10%,分 葉 核51%),好 酸
球1%,好 塩 球1%,単 球6%,リ ンパ 球32%.肝 機
能,CCF(+),硫 酸 亜 鉛個 濁 反 応4.8単位,BSP,45分
5%,モ イ レン グ ラハ ト5.軽 度 の肝機 能 障 害 を 示 し
た.血 清 電 解 質,Na144mEq/1,K4.6mEq/1,Ca5.
1mEq/1,Mg2、6mg/d1,無機P3.9mg/d1,
血 清 蛋 白量8.0%,A/G1.36,総 コ レス テ ロ ール
145mg/dl,血清 アル カ リフオ ス フ ァ ター ゼ7.3単位,


































































多 核 巨 細 胞 を混 ず
(H.E.)(N.P,-27977)









































病理学的所見な どか ら鑑別断診として,1)滑液膜 肉
腫,2)血管性肉腫,3)横紋筋または平 滑 筋 肉腫,
4)移行上皮癌,5)皮膚附属器癌,6)中腎原性腫瘍,











こ とを この種 の腫瘍 の要 点 として あげたが,そ
の後Fisher3)など(1960)によつて波状 を呈
す る核膜は必 らず しも中皮腫 に限 らない とされ
た ので我 々 もこれ を診断 の根拠 とす ることはで
きない.し か しFisherなどの同 じ文献 でPAS
弱陽性の細い穎粒が油浸 レンズで見 る と,細 胞
質に散在 す るのが この腫瘍 の特徴 である とい う
記載 が あり,本 例は これ に完全 に一 致 す る こ
と,ま た好銀線維の配列 と,そ の他 の組織学的
所見 が我 々の診断決定 の根拠 となつた.
脂 肪染色は時 として陽性に なることが あるが
本例の検体は全部パ ラクィン包埋 したため検索
で きなかつた.
中皮腫 は種 々な形 のmetaplasiaを起 し易い
性質 を もつてい るため,ま た形 態学 的に多様 性
を示 す ことな どに よつて,そ の組織 発生 には異
論が多 い.AschofES》の 病 理 学書 にでてい る
PleuraldeckzellenKrebsは現在 では肋膜 か ら
発生 した中皮腫 と考 え られている.ま た これが
古 い和名 の被覆細胞腫 とい う術語 の起 源で もあ
る ように思 われる.そ の後Stoutが1919年か
ら1951年まで33年間に自験例 と米 国21州に散在
す る64病院 か ら集計 した117例のMesothelio-
maに つ いて検討 を加 えている.
Stoutl)の分類は良性,悪 性 の中皮腫 をそれ
ぞれ孤立性,桶 慢性 の各型 に分け,更 にこれ を
組織 学的所 見か ら線維性 と管腔性 とに分けた.
その分類 と例数は表1の 如 くで ある.




的簡単 にな されて いる.
この分 類中にはMalignantMesothelioma




Mesdtheliomaと考 え ることがで きる.従 つ て
和 名 として孤 立性 または限局性管腔形成性悪性

























































皐丸 か ら,1例 はS状 結腸 よ り発生 した もので
あ るζい うのは興味深 く思われ る.副 睾丸 も胎
生期 に睾丸 と,ともに体腔 より下降す るものであ
るか ら,そ の途中 の会陰 部軟部組織か ら,こ の
ような腫瘍の発生 の可能性 も想 像す るこ とが で
きる.
本例 の腫瘍 が正中線上に存在 してい とい うこ
とは,こ のよ うな胎 生期 の迷芽説 を考 え させ る




以上 の諸 点 も考 慮 にいれ て我 々は診断を決定
した.絶 対 的な確定診断 はSanolo)やStoutll》
が行 なつた腫瘍組織 の組織培養 とい う方法 以外
に はないが本例 では実施 して いない.
V結 語
排尿困難 と会陰部痙痛を主訴 として来院 した
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